
令和６年１月30日

魚沼市議会議長 森島 守人 様

福祉文教委員会

委員長 星野みゆき

福祉文教委員会調査報告書

本委員会は、所管事務について下記のとおり調査したので、魚沼市議会会議規則

第 110 条の規定により報告します。

記

１ 調査事件名 （１）所管事務調査

（２）その他

２ 調査の経過 １月 30 日に委員会を開催し、上記事件について調査を行った。

所管事務調査として、国民健康保険被保険者資格証明書の取

扱いについて、魚沼市地球温暖化対策実行計画の改訂につい

て、魚沼市立小出病院経営強化プランの策定について及び重度

心身障害者施設について執行部から説明を受け質疑を行った。

その他で、固定資産税に係る専用住宅の高床式住宅に適用す

る経年減点補正率の見直しについて、後期高齢者医療保険料の

改定について、令和６年度の路線バス・乗合タクシーの運行方

針等について、新ごみ処理施設について、健康増進課所管条例

の改正について、帝京大学・新潟県との医学部地域枠に係る協

定締結について、介護保険料について、文化財展示室につい

て、こども家庭センターについて及び不登校児童等について執

行部から説明を受け質疑を行った。

また、市民の声を聞く会での意見・要望事項の取扱いについ

て協議した。
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福祉文教委員会会議録

１ 調査事件

（１）所管事務調査

(1)国民健康保険被保険者資格証明書の取扱いについて

(2)魚沼市地球温暖化対策実行計画の改訂について

(3)魚沼市立小出病院経営強化プランの策定について

(4)重度心身障害者施設について

（２）その他

・固定資産税に係る専用住宅の高床式住宅に適用する経年減点補正率の見直しについて

・後期高齢者医療保険料の改定について

・令和６年度の路線バス・乗合タクシーの運行方針等について

・新ごみ処理施設について

・健康増進課所管条例の改正について

・帝京大学・新潟県との医学部地域枠に係る協定締結について

・介護保険料について

・文化財展示室について

・こども家庭センターについて

・不登校児童等について

・市民の声を聞く会での意見・要望事項の取扱いについて

２ 日 時 令和６年１月 30 日 午後１時 30 分

３ 場 所 本庁舎３階 委員会室

４ 出席委員 横山正樹、星野みゆき、大平恭児、関矢孝夫、高野甲子雄、本田 篤、

（森島守人議長）

５ 欠席委員 なし

６ 説 明 員 大塚市民福祉部長、吉澤教育委員会事務局長、戸田市民福祉部副部長、

磯部市民課長、大羽賀税務課長、小林生活環境課長、茂野介護福祉課長、

岡部健康増進課長、青柳生涯学習課長、関子ども課長、米山新ごみ処理施設

整備室長

７ 書 記 坂大議会事務局長、大竹主任

８ 経 過

開 会（13：30）



- 2 -

星野委員長 それでは定足数に達していますので、ただいまから福祉文教委員会を開会しま

す。本日は、所管事務調査、その他とたくさんございます。そして終わりましてからは総

合計画策定調査特別委員会の分科会もございますので、スムーズな進行に協力をよろしく

お願いいたします。

これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は配付のとおりであります。

（１）所管事務調査

(1)国民健康保険被保険者資格証明書の取扱いについて

星野委員長 日程第１、所管事務調査についてを議題といたします。まず、(1)国民健康保険

被保険者資格証明書の取扱いについてを議題といたします。本件については、前回12月12

日の当委員会で大平委員から所管事務調査として取り扱ってほしいとの意見があったとこ

ろです。それでは、大平委員から質疑等ありましたらお願いします。

大平委員 それでは、こちらから何点か質疑をさせていただきたいと思います。取扱要綱が

資料提出されております。それに準じてやっているということでありますが、私が気にな

るのは、一般質問でも取り上げさせてもらいましたが滞納されている方に対して資格証の

交付、すなわち保険証がない方が県内的にも割合が高いと。これは一般質問で述べたとお

りなんですが、その滞納されている方々の状況がよく分からないというような話があった

と思います。それらの方々は、本当に医療を受けられる状況になっているのかどうか、そ

こを懸念します。そもそも重度疾患に至るような状況になっては非常にまずいと思うんで

すね。そこを今日は聞きたいと思っています。まず、改めて滞納の世帯の人数と、それか

ら資格証交付世帯の人数と、あるいは短期保険証の交付世帯と人数、その現状を聞かせて

いただきたいと思います。

大塚市民福祉部長 令和５年６月１日現在の数字となっております。こちらは12月定例会の

数字と時点が違いますので若干人数が違っているかもしれませんが、お願いしたいと思い

ます。まず、滞納者の世帯が127世帯で202人。それに対しまして、被保険者資格証明書の

交付につきましては26世帯で30人。それから短期証の交付が101世帯で172人となっており

ます。

大平委員 資格証交付世帯は26世帯で30人とされました。前回お伺いしたときに、この資格

証交付世帯について、これよりは若干少ない形で現在国保の保険証がない方が20世帯くら

いという話を聞きました。それは間違いないですか。

大塚市民福祉部長 ８月の更新時点では25世帯でしたけれど、その後の相談等で４世帯が短

期証に移っております。その後、若干数字が動いているかもしれませんが、おおむね20世

帯程度が現状となっております。

大平委員 その20世帯の方々と連絡が取れない状況とおっしゃっていたかと思います。現状

ではそれ以降対応されていることがあるのか、あるいは保険証がない世帯に対して何らか

のアクションを行っているのか、相変わらずつかめていないのか、お伺いしたいと思いま

す。

磯部市民課長 その後の取扱いということですが、お手紙を出して納税の相談に来てくださ
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いということ以外は、今のところしておりません。

大平委員 保険者証がない世帯については、経済状況も含めてどうなっているのか分からな

いということでよろしいですか。

大塚市民福祉部長 呼びかけに応じていただけないというところでありますので、状況の把

握はどうしてもできないという形になっております。

大平委員 短期保険証が101世帯で172人に交付されております。資格証にいく前に、前の段

階で短期保険証で対応するということになっているかとは思いますが、そこですね。一般

質問で聞いたときには、保険証を取り上げられた世帯に収入も含めて納めていただけるよ

うな経済状況になっているのであれば資格証の交付をするという話をしたかと思います。

ただ、本当に緊急で救急対応しなければならない状況が当然出てくると思います。

私が心配しているのは、保険証がなく窓口で10割払わなければいけないということにな

り、そういう状況に置かれている世帯が医療を諦めてしまうということです。ここはやは

り何らかの形でアクションを起こし、必要があれば医療を受けられる、収入がなくても医

療を受けられるということを、その世帯に対して対応すべきではないかなと思います。

職員は実際どう対応しているのか、お聞きしたいと思います。

大塚市民福祉部長 資格証の交付世帯と面談可能な場合であれば、そういったときには救急

搬送ですとか体調不良等で病院に行きたいときはすぐ電話をしてほしいとお伝えはしてお

ります。電話連絡が遅れますと、10割負担の期間が長引き金銭的にも負担が大きくなりま

すので、そうならないように定期的に納税相談に来てほしいというようなことをお伝えし

ております。また、更新案内を通知するときですとか資格証を交付・通知する際には、事

情があって納税相談など来庁できないときは、とにかく市民課に連絡してほしい旨の記載

をしております。仮に本人ですとかが緊急な事態で医療機関にかかったりした場合には、

本人あるいは医療従事者から電話等をいただければその電話をもって相談があったとみな

し、その日付けで短期証を交付するなど、そういった臨機応変な形で今現在対応している

状況であります。

大平委員 連絡があれば対応するという対応ですよね。やはり人によっては、保険証の滞納

等のやり取りで魚沼市の担当者に不信感を持っていたり、あるいは諦めるという方がいる

のではないかと、私は非常に懸念するんですよ。関係がそこで悪くなり対応ができないと

いうことになっていれば、逆に言うと連絡も市には来ないし、医療を受けられる状況はあ

るのにそれを自ら抑えてしまい重度化するというのは非常にまずいと思います。

その入り口のところを、厚労省も言ってます、丁寧に対応するということは必要だと思

うんです。連絡が来る云々ということもあろうかと思いますが、私はその事態に対して応

じることを含めて個別に当たり、経済状況やあるいは家族の状況を確認する。そして環境

をつくっていくというのは非常に大事だと思います。

今お聞きするとその対応がないので、ないのであればぜひしてもらいたいと思いますが、

お考えを聞きたいと思います。

大塚市民福祉部長 私どももそうできれば一番いいと考えておりますが、呼びかけに応じて

いただいてお話ができなければそこから先にいけないというところがあります。こちらか

ら案内をする際には、例えば電話ですとか直接対話ができないとなれば、お手紙の中で今

ほどのお話にあったようなことも含め連絡いただきたいと呼びかけるしか、今のところ手
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はないのかなと考えております。

大平委員 堂々巡りになりそうなので、見方を変えます。逆に、滞納世帯が医療機関を訪れ

たんだけども対応がしてもらえなかったとか、あるいは10割で払ったとか、そういうケー

スが年度でもいいですけど何件くらいあるのか分かりましたら教えていただければと思い

ます。

大塚市民福祉部長 そういった方でこちらが今把握できている方につきましては、令和４年

度は９人、３年度は１人、２年度は６人とおおむね一桁台であります。ただ、実際受診さ

れまして10割負担でそのままにしていらっしゃる方になりますと、いわゆる診療報酬が発

生しない形になります。今申し上げた人数以外の方でどれぐらいいらっしゃるかというこ

とはこちららでも把握できません。

大平委員 国保税を払えないくらいなので、経済状況が非常に困窮されているというケース

が想像されます。その際、もうどうしようもないから医療機関を受診して対応してもらっ

たんだけども、医療機関側だと未収金ということになり、払ってもらえないケースが一桁

です。多くなっているということは未収金もかなり増えているんじゃないかなと思うんで

すが、そことの関係で何かつかんでいらっしゃいますか。

大塚市民福祉部長 先ほど申し上げた人数につきましては、一旦10割払って償還払いになる

ということで、こちらで把握できている方です。必ずその方は、償還払いという形で自己

負担が３割ですとか何割ですとかになっています。ただ、実際に窓口で償還払いの手続き

もされず医療費のお支払いもしないという方につきましては、こちらに何か連絡が来る場

合は別としまして市ではやはり把握ができず、そういった方の人数についても把握ができ

ていない状況になっております。

大平委員 双方で対象の方の状況がつかめていないのは非常に気になります。これ以上どう

しようもないというような話をされましたが、このまま放置しておくということは、私は

非常にうまくないのではないかと思います。国保税を納めることと医療機関を受診するこ

とは、やはり分けて考えていくのが必要かなと思います。国保税は当然納めていただけな

ければならないんだけども、何らかの事情で払えないケースも20世帯の中にはあると思い

ます。ここは分けて、何らかの形で保険証を交付するということが必要ではないかなと思

いますが、そのお考えについてはどうですか。

大塚市民福祉部長 今年の秋にはマイナンバーカードの保険証の関係で、従来の保険証が基

本的になくなるという形になります。そうなりますと、細かい実務上のところはまだこち

らにはきていないんですけれど、短期証の廃止ですとかいろいろな制度が変わります。そ

の際に改めて事務のやり方ですとか、滞納されている方への対応の仕方ですとか考えてい

くことができるかなと思います。そういったところで検討していきたいと考えております。

大平委員 県内の７つの自治体が資格証を交付されておりません。これは３年間、過去と今

年度も含めてしていないです。加茂市・出雲埼町・粟島浦村・見附市などの自治体です。

先ほど冒頭で申し上げましたが、滞納世帯に対する資格証の交付の割合が魚沼市は高く、

県内で２番目ぐらいです。発行されていない自治体も同じように、国保税の収納率を上げ

るために取り組んでいらっしゃることもあると思います。一方では、医療を受けられる状

況も保障しているわけですよね。新潟市は、滞納世帯で資格証が交付される世帯というの

は１％ぐらいなんです。魚沼市は20％ぐらいです。
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自治体に非常にばらつきがあり、何とも言えないんだけども何らかの理由があって滞納

されていると思います。医療機関をそういう方でも利用できるような対応をやはり考えて

いただきたい。そして７つの自治体のやり方や考え方、そして今の現状をしっかりつかん

でもらいたい。そこをぜひやっていただきたいんですが、いかがでしょうか。

大塚市民福祉部長 県内で資格証明書を発行していない自治体につきまして、この制度は全

県あるいは国内で同じ制度のもとでやっております。県内で出していないところは、結果

として発行がなかったというところで、特別な事情等の考え方等につきましては、実際の

法に沿っていないということになりますと県や国の監査で指導が入ります。ある時点では

発行がなかったかもしれませんけれど、運用によって出さないようにしているという部分

につきましては、今現在そういう方向で検討するということは難しいのかなと考えており

ます。

大平委員 ほかの自治体がそういった形でやっている特別の事情とは資格証明書の適用除外

をするときの理由ですが、特別の事情、その他の案件、自治体裁量でできる部分があるわ

けですので、できないとおっしゃらないで柔軟に考え、何らかの形で拾えるような形を自

治体裁量でつくれると思います。お考えがないと言うんだけども、やはり考えるべきでは

ないかなと思います。再度聞きますけど、いかがですか。

大塚市民福祉部長 今ほどの特別な事情ということも、法令で定められているところであり

ます。そういったところに該当できるかどうかということも、やはり滞納されている方、

ご自身からきちんと聞き取りしないことには、全くそこが把握できないところがあります。

とにかくまずは、そういった事情があるかどうかということを確認する上でも、やはり相

談に来ていただきたいということであります。今後そういった機会について、どうしたら

応じていただけるかということを、こちらとしましても工夫して考えていくしかないのか

なと考えております。

大平委員 最後にします。ほかの自治体の例で、窓口対応と納付に至る対応というのは数々

あると思います。その知見もあると思うんです。魚沼市でもいろいろな方が医療を受けら

れる状況を整備するためにも、私はぜひ知見を集めていただきたい。そのお考えを聞いて、

とりあえず質疑を終わります。

大塚市民福祉部長 今委員がおっしゃられたような他の自治体がどういった対応をしている

のかということは、いろいろと参考になるところがあると私どもは考えております。また

今後そういったところも参考にしながら進めていきたいと考えております。

関矢委員 今ほど大平委員からいっぱい質問されました。私はあまり分からないので確認を

させてもらいたいんですけども、この国保の滞納世帯は127世帯の202人ということで、相

談に来られて資格証を発行したのが26世帯30人。また、滞納していて短期保険証が101世帯

の172人ということでよろしいですか。

磯部市民課長 今ほどおっしゃられたことと逆で、資格者証というのが相談に来られなかっ

たので資格者証で10割負担をしてくださいと。分納なりの相談に来ていただいた方は短期

証で対応しております。

関矢委員 相談に来ないから資格者証をとのことで、これは交付はどうするんでしょうか。

直接渡すんですか。

大塚市民福祉部長 郵送になります。
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関矢委員 分かりました。そのほかに、まだ把握はしっかりしていないけども、保険証も資

格者証も短期もないという世帯が20世帯あるということですか。

大塚市民福祉部長 保険証も資格者証もないという方はおりません。資格者証を発行してい

る方が、６月１日現在は26世帯だったのが今は20世帯程度と、減っているところでありま

す。

関矢委員 そうすると、滞納の納税相談に来ないのが20世帯ぐらいに減っているということ

なんですけれども、先ほど大平委員の言われたように、その人たちが病気になり医者にか

かるとき10割負担をすれば、かかれるんですけども、10割負担も大変だということで行か

ずに重度化するというような心配がされます。この資格者証の発行は、要綱で出ています

けれども特別な理由があるとき。これは、医者にかかるのは国民の憲法で認められている

ことですから、保険証がなくても医者にかかれますよというような話だと思います。自分

が病気になったときも特別な理由で、完全に医者にかかれると思うんですけれども、やっ

ぱりどうしても資格者証で10割負担をしなければならないんでしょうか。

大塚市民福祉部長 医療機関に資格者証を持っていき、そのままかかれば、やはり10割負担

という形になります。直前ですとか、その時点で連絡をいただければまた相談に乗れると

いう状況になっております。

関矢委員 分かりました。そこに相談に来ないから資格者証のままだよということなんです

けれども、そこを何とか救える方法というのはこれからも考えないと駄目なのかなと思い

ます。保険料を滞納している滞納処分と医療にかかる権利は別に考えないと、この問題は

なかなか弱者を救えないのかなと思います。

この保険料の滞納処分は、どのようなことを務められているのか、もしお答えできれば

聞かせていただきたいと思います。

大羽賀税務課長 国民健康保険に限ったことではなく、いわゆる市税全般に関しましては、

納税相談をさせていただいて、応じない方に関しましては所得調査なりをさせていただい

て、法律に基づいて事務を進めさせていただくという流れになっております。

関矢委員 そうすると、納税相談をした中で、当然資産があったり余裕があるものであれば

差押えだとかいろいろな形でもって保険料や税金に充当することができるんでしょうけど

も、生活困窮者では生活するのがやっとだと。そういう中でも、保険料を払えない、滞納

や税金も払えない人たちについての執行停止とかそういうことができるかと思うんですが、

その辺の線引きだとか要綱だとかは明確にあるんですか。

大羽賀税務課長 こちらの要綱につきましては、今年度策定をさせていただいております。

法律にのっとった中で決められたことがありますので、そちらを要綱でまとめたものは今

現在持っております。

関矢委員 長くなって申し訳ないです。今、国民健康保険の話なので、人の命に関わること

だから誰もが医者にかかれることはまず大前提で、その後にこの国保税の滞納の処分を別

としてどう考えるのか。また、その人が医療にかかってその後も安心してこの地域で暮ら

せるという施策を、やはり考えなくては駄目だと思うんですよ。これは法律もあるのでそ

こを除外するわけにはいかないんですけれども、やはり生活困窮者でも何とかここで暮ら

せるというような明確なものをきちんとつくり出さなきゃならないと私は思っています。

それについて、部長はどうでしょうか。
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大塚市民福祉部長 今ほどの関矢委員からの質問、それからその前段での大平委員からの質

問に共通する部分はありますけれど、確かに魚沼市で暮らすために安心して医療にかかる

ことができるというのは大事なことだとは考えております。滞納している方や世帯が、ど

ういった事情でそうなってるかということをまず聞き取ることについて、今までですとな

かなか連絡が取れず状況が分からないということになっております。どういった工夫がで

きるのか分かりませんが、状況を把握する努力といったところは今後また考えていきたい

です。

大平委員 特別の事情のことについてです。先ほどの繰り返しになりますが、例えば本当に

救急で運ばれたときに、その段階でもう特別の事情という状況が発生するのではないかな

と思います。これは確か国も、なり得ると示しているかと思います。そこの対応もぜひ考

えていただきたい。意見として申し上げておきますので、ぜひ検討していただきたいと思

います。

星野委員長 ほかに質疑はありませんか。（なし）なければこれで質疑を終結いたします。本

件につきましては、また新しい動き等があればこちらの委員会に報告を願いたいと思いま

す。本件につきましては、調査を一旦終了ということでよろしいでしょうか。（異議なし）

そのように決定いたしました。

(2)魚沼市地球温暖化対策実行計画の改訂について

星野委員長 次に、(2)魚沼市地球温暖化対策実行計画の改訂についてを議題といたします。

本件について執行部に説明を求めます。

大塚市民福祉部長 それでは、魚沼市地球温暖化対策実行計画の改訂についてでありますが、

これまで改訂の目的ですとかスケジュール等につきまして、説明させていただいておりま

したけれども、素案がまとまりましたので今回説明したいと考えております。計画につき

ましては、区域施策編と事務事業編の二本立てとなっております。なお、計画の本文につ

きましては、この後パブリックコメントを募集するまでに言い回し等の文章ですとか文言

の中で調整や修正を入れる予定の部分があります。今回その部分で直っていない箇所がご

ざいますけれども、内容は変わっておりませんので、その点をお含みおきいただきたいと

思います。詳細につきましては、小林生活環境課長が説明しますのでよろしくお願いいた

します。

小林生活環境課長 （「魚沼市地球温暖化対策実行計画」により説明）

今後のスケジュールとしましては、先ほど部長から話があったように２月９日から３月

８日、この間にパブリックコメントを募集いたしまして、その後結果の公表、それから３

月下旬にもう一度、地球温暖化対策推進会議を経て、今年度末までの成案化を目指します。

最後になりますけれども、先ほど部長からも話がありましたが、パブリックコメントま

でに本編の字句の修正、それから分かりやすい表現について、引き続き精査をした中で進

めさせていただきますので、ご承知おきいただきたいと思います。なお、計画全体の目標、

それから取組の基本方針については変更の予定がございませんので、ご承知おきください。

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。

大平委員 それでは、何点かお聞きしたいと思います。地球温暖化というのは一般質問でも
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盛んに行われているところであり、いい計画をつくったと思います。実行計画になってお

りますので、漠然と理念を掲げているという程度のものではない。すなわちパーセントを

しっかり区切っているわけですよね、2030年度まで。

年度ごとの数値目標、これは工程表と言いましょうか。使用を減らす、再生可能エネル

ギーのような環境に負荷のかからないエネルギーの導入、そして当然事業者の方もかなり

排出をされている状況があると思いますのでそこへの理解や啓蒙とか、いろいろやること

は山ほどあると思います。アクションプランのようなものは今後作成するのか、まずお聞

きします。

小林生活環境課長 委員おっしゃるとおりでありまして、この計画に基づいていかに実際に

実現していくかということが非常に大きな課題になっていると承知しております。今回、

目標として改めて国に沿った数値を示させていただきました。今後につきましては、詳細

についてロードマップを作成した中で、行政・民間がどういう段取りで2050年に向けて進

んでいくかというところをいずれ見えるようにお示ししたいとは考えております。ただ、

今現在はまだ構想段階ということで、今後についてまた、関係機関等との調整・会議を経

まして具体的につくり上げていきたいと思っております。

大平委員 構想とおっしゃらないで。もう計画もつくっているんですから。具体的に走ると

いうことで、ぜひ早急にやっていただきたい。アクションプランなんかも期限目標を決め

て、そこまでにロードマップをつくる。関係機関とおっしゃいました事業者や団体も含め

て、早急に会議をする場の設定と議論の中身を決める。数値目標も掲げているわけですか

ら、一つ一つしていくことが機運を高めることになると思います。ぜひ期限設定していた

だいてやっていただきたいのですが、いかがですか。

小林生活環境課長 具体的に進めるためにはそれが必要だと思いますので、まずそちらは早

急に進めるようにしたいと思います。

大平委員 その上で、例えば太陽光だとか水力、地中熱、雪冷熱も含めて、市内には豊富な

資源があると思います。計画を立てて方針を決めたからといってすぐに成るわけではない。

環境省も、データを示しています。市内・県内には自治体ごとにどのくらいの資源が眠っ

ているのか、エネルギー別ごとにどの程度あるのか、ホームページ等に載っていると思い

ます。我が市での新たなエネルギーの獲得もぜひ取り組んでもらいたいんですが、その考

えを聞いて終わります。

大塚市民福祉部長 おっしゃるとおり、本市内には様々な資源の可能性がございます。国も

そういったものを示しておりますけれど、実際は具体的にどうやったらそれが本当に使え

るのかというところは、いろいろとハードルもあります。そういったところも含めて、今

後また真剣に検討していきたいと考えております。

横山副委員長 今、大平委員からもいろいろとお話がありました。先ほどの区域施策編の４

番のところに各基本方針があり、市民、事業者、行政としっかりとなすべきことが明示さ

れています。紙面では出ていますけど、市民や事業者の意識化をどのようにして図ってい

くかということがないと、計画は立てたけれども７年後にはそんなに大きな変化がなかっ

たということになってしまう。そうならないように、やはり市民や事業者にこの内容をも

っと具体化してＰＲをし、一緒にやっていきましょうという意識化を図ってもらいたいな

と思っています。例えば、昨年度の暑さはどこから来ているのか。その影響がこういうと
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ころにあった。だからその地球温暖化に対して市民は何ができるのか。事業者は何ができ

るのかという部分の見える化をしていかないと、文面だけだとなかなか入っていかないと

思っています。学校ではグリーンカーテンをやっていましたし、そういう実際に行動で示

されるような、そんな意識化を今後検討していってほしいなと思います。その辺について

何か考えがあったら教えてください。

小林生活環境課長 まさに地球温暖化推進会議でも、今のようなご指摘をいただいていると

ころです。これまでの間も、市としましてはいろいろな取組は実際にしております。他市

と比べてというわけではありませんが、かなり広く熱心に事業を進めているところですけ

れども、なかなかそれが見えてこない。あるいは見せ方が分かりづらいというような意見

をいただいております。本当に、どのように見せるか。そうした中で、どのように意識を

広げていくかというところが課題になっており、今後も地球温暖化対策推進会議でいろん

な検討を進めていきます。また、民間の方もそういった委員会に入ってございますので、

貴重な意見をいただきながら施策に反映してまいりたいと思っております。

横山副委員長 今のことをお願いするというか、今までもやっているんですよね。花いっぱ

い運動をやっています。でも、それが今マンネリ化している部分もあります。そうじゃな

くて、花いっぱい運動は地球温暖化対策に皆さん貢献しているんですよということを意識

させていかないと。新しいことをするのではなくて、今までやっていたことが、そこにつ

ながっているという意識が、私は大事なんだろうなと。

例えば、家庭では食品ロスの消費、生ごみの水切り。「お母さん、生ごみの水切りをしっ

かりやって、ごみに出すことは温暖化の防止につながってるんですよ。」という、そういう

意識化をどうやって図っていくか。特別な新しいことをここで何かをするといっても、こ

れ以上新しいことは私はないと思うんです。今までやってきたことと、いかにこまめにき

ちんとやれるかという市民の状態。あと、事業者はどこをすればいいのか。それに対して

行政はどういう支援ができるのかという、３つのサイクルがうまく循環できるような具体

感を示すと、市民もそれでいいんだなということで一生懸命やってくれるのではないかな

と思います。

ここに書いてあることをやってきて、それでいいんだと認めてもらえると、皆さん頑張

れる。こう私は思って、その辺のところも考えていただければと思います。

小林生活環境課長 まさにこれまでも、取組がどれだけの温暖化防止に効果があったのか、

そういう見せ方をしてよという意見もいただいています。夏・冬のエコチャレンジについ

ても今まで数字だけだったんですけれども、今回の取組で杉の木何本分の効果が得られた

よだとか、そういった見せ方というものを引き続き研究してまいりたいと思っています。

大平委員 住民・事業者への周知の際に、そうやればいいのかという具体化に向けた市民へ

のアクションとしてワークショップでもいいですし、セミナーでもいいですし、公民館事

業でも市内各所で大いにやっていただいて、機運を高めていただきたいというのを申し添

えておきたいと思います。もしお考えがありましたら聞かせてください。

小林生活環境課長 これまでも取り組んでいる施策ではありますけれども、そういったこと

を地道に続けていく中で、地球温暖化対策のワークショップですとか、環境フェアですと

か、今年度もワークショップを実施しております。そういったところに参加してもらえる

ように、また関心を持ってもらえるように工夫してまいりたいと考えております。
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星野委員長 ほかはよろしいでしょうか。（なし）なければこれで質疑を終結します。本件に

ついては引き続き調査することで異議ございませんか。（異議なし）異議ないようですので、

そのように決定いたしました。ここでしばらくの間、休憩といたします。

休 憩（14：28）

再 開（14：40）

星野委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

(3)魚沼市立小出病院経営強化プランの策定について

星野委員長 次に、(3)魚沼市立小出病院経営強化プランの策定についてを議題といたします。

本件について執行部に説明を求めます。

大塚市民福祉部長 それでは、魚沼市立小出病院経営強化プランの策定についてであります。

これまで計画の概要やスケジュールにつきまして説明してきたところでありますが、この

たび案がまとまりましたので説明します。なお、この計画につきましても、地球温暖化対

策実行計画と同様に計画の本文につきましては、この後予定のパブリックコメントで募集

するまでに文章・文言等で調整や修正を入れる部分がございますので、お含みおきいただ

きたいと思います。

詳細につきましては、岡部健康増進課長が説明いたしますので、よろしくお願いします。

岡部健康増進課長 （資料「魚沼市立小出病院経営強化プラン（案）」により説明）

今後のスケジュールです。地球温暖化対策実行計画と同様に進んでいきますが、まず明

日１月31日に病院運営審議会においてこちらの案について最終確認をいただき、２月９日

から３月８日の期間でパブリックコメントを募集する予定としております。また、新潟県

の医療構想とも関係することから、２月下旬の開催予定となっております魚沼圏域医療構

想調整会議においても審議いただくこととなっています。

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。（なし）なければこれで質疑を

終結します。本件については引き続き調査をすることで異議ございませんか。（異議なし）

異議ないようですので、そのように決定いたしました。

(4)重度心身障害者施設について

星野委員長 次に、(4)重度心身障害者施設についてを議題といたします。本件について執行

部に説明を求めます。本件についても、前回の委員会で大平委員から所管事務調査として

取り扱ってほしいとの意見がありました。それでは、大平委員から質問をお願いいたしま

す。

大平委員 重度心身障害者施設については、この委員会でも質疑した記憶がなく、議論され

た経緯がありません。改めて一定程度おられる重度の身体障害者の方々の市内の状況をつ

かむことが大事です。それから、一部の方から施設の整備等を望む声があり、しっかり議
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会で議論したらいいのではないかなということで、今回あげさせていただきました。

現在、この重度の心身障害施設というのは、障害者基本計画等にも載ってこない部分な

のかなと思っております。県に預けているのか、自治体独自で取り組むべきものというの

を仕分けをしているのか、そこら辺が少しよく分からないので、入り口の部分から少し考

え方を聞かせていただきたいなと思います。

星野委員長 本件について、執行部に説明を求めます。

戸田市民福祉部副部長 整備の主体といいますか、そういったところの質問かと思います。

どちらが整備をしても特に問題はないかと思いますが、ただこの障害者の関係の福祉制度

やそれにまつわるサービスにつきましては、とても専門性が高いものになるという認識が

あります。体や心をケアする医療面ですとか、社会的なところの療育支援、医療と福祉が

両方を併せ持ったような知識がこの施設に求められるところであります。そうすると、単

独の自治体でそこを整備していくというのはなかなか厳しいところがあります。そこがま

た大きい建設に結びついていかないところなのではないかなとは考えておりますが、実施

主体はどちらであっても構わないものと思っております。

大平委員 単独の自治体では、なかなか整備は困難という話でございました。個々の身体障

害及びその他の障害についてはケースバイケースで、人材の確保も必要ですし、多額の費

用もかかるということは分かります。ただ、少ないといっても、そういう障害の方やご家

族の方が非常に困難な状況を抱えているということを考えますと、魚沼圏域の中で整備を

考えていくべきではないかなと思います。今のところ、対象の方の入所は多分長岡になっ

ているかなと思いますが、やはり魚沼でちゃんと議論をして整備を進めるべきではないか

なと思います。その辺の検討状況や議論の状況が、もし分かりましたら聞かせてください。

戸田市民福祉部副部長 魚沼圏域でも、結論から申し上げますと、今現在施設を整備すると

いう検討はないと県からも聞いております。

大平委員 重度の心身障害者及び障害児等は、具体的には何人ぐらい市内にいらっしゃるの

か。また、市内でつかめなかったら、魚沼圏域の中でどの程度いらっしゃるのか。数字が

分かりましたら教えていただきたいです。

戸田市民福祉部副部長 どのような方を重度心身障害者と言うのかというと、それぞれの制

度やサービスが異なるため一概には言えないんですが、例えば新潟県の重度心身障害者の

医療費助成の対象者、こちらは身体障害者の１級から３級ですとか、療育手帳のＡ、それ

から精神障害者の健康福祉手帳１級、重いほうの方が該当になる医療費制度なんですが、

新潟県全体だと約３万8,000人、魚沼圏域では約4,600人。それから、魚沼市では令和４年

度末で1,121人が、こちらの受給者の対象となっております。もしかすると、重症心身障害

児者という肢体不自由の手帳に１級・２級かつ療育Ａまたは診断書、いわゆる重複した重

度障害児者で見ると、これは令和２年度末の新潟県の調査なんですが、新潟県全体では

1,284人、魚沼圏域で75人。これは魚沼市単独での数字が出ていないんですが、人口から換

算すると15人前後と思っております。

大平委員 後段でおっしゃられたのは、肢体不自由な方１級・２級、重度の知的障害を含む

療育手帳Ａの本当に重度の方の数字ではないかなと思います。少人数とはいえ、大変な状

況と家族や周りの方は生涯にわたって関わっていかなければならないし、障害を持った

方々が安心して暮らせる状況に整備するということについても、この重度の方々ともやは
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り真剣に向き合う必要が私はあると思います。議論されていないような話もありましたが、

私はぜひ議論していただきたいなと思います。できればそういう人たちの意見が反映され

るような制度があってしかるべきかなと思うので、そこら辺の考え方について、もう一度

副部長に聞きたいです。

戸田市民福祉部副部長 施設の整備につきましては、具体的な案というところでは出ていな

いと聞いておりますけれども、魚沼圏域は南魚沼地域振興局がつかさどっています。そち

らに子ども療育支援部会というものがございまして、重度心身障害児に対する福祉や制度

について定例的に話し合われております。その中で個別サービスの放課後等デイサービス

であるとか、医療的ケア時の対応ですとか話し合われております。その中では、施設整備

より人材不足というところがやはり言われております。より専門性の高い人材が、なかな

か育っていかないというところもあります。魚沼市につきましては、障害者の人材確保支

援事業に今年度から予算をつけていただきましたので、人材を育成する支援を考えてまい

りたいと思っております。

大平委員 今、障害児とおっしゃいました。でも、その子たちが成人し、だんだん中高年、

高齢化になっていく。今10名程度の方々が実際どのような年代なのか私は分からないです

が、生涯にわたって関わり、整備をしなければならないかなと思います。そうすると、介

護の部分にもつながりますよね。障害であってもデイサービスだとかホームヘルプだとか

いろいろ形があるかと思います。特に障害を持っている方々への地域包括等の考え方も厚

労省から示されていると思いますが、私はこの重度の障害者の方もそういう考え方で議論

していくというのが大事ではないかなと思います。

現状では、そのような考え方で進められているのか。あるいは、前を向いているのか、

後ろを向いているのか。現状の考え方を聞かせてもらえますか。

戸田市民福祉部副部長 やはり子どもというところでは、子どもの年代から学校へのステー

ジが変わっていくような、大人と比べるとその都度その都度のステージを移行する機会が

増えるというところもあり、その場面に特化した話合いというのは大人に比べると多い状

況にあるかと思います。ただ、18歳以上の方についても、相談支援事業所といったところ

で支援プランをたてたり、あとは市全体としても今年は基幹相談支援センターができまし

た。相談支援事業所と定例的な話合いを持つなどして、ケースについて深めていけるよう

になり、魚沼市とすれば今年からそこについて踏み込んでいけるようになったと思ってお

ります。

課題とすると、障害福祉から65歳になったとき、介護保険への移行というところで、ま

だまだお互い障害・介護の事業所とステージの橋渡しが、うまくいっていないような現状

も見受けられます。そこを基幹相談支援センターなどがもう少しリーダーシップを取るな

どしてスムーズに移行できるよう考えていくのが、魚沼市とすると課題と捉えております。

大平委員 対象者の方、家族の方等の実情も、把握する必要が私はあると思います。そうい

う意味で、例えば精神科学会といった家族会のようなものがあれば、そういうところを通

じてということもあるかと思います。現状では、家族を支えるような組織は存在するので

しょうか。

戸田市民福祉部副部長 精神障害者の家族会は、恐らく市内では一番古くから活動されてい

るのではないかと思います。そのほか、発達障害の関係の方の家族の会などありますし、
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あと聴覚障害の方の会などもございます。それぞれそういったところで活動はしていただ

いております。

大平委員 重度の方々についても、同じく今おっしゃったような形で会があるということで

よろしいですか。

戸田市民福祉部副部長 私が分かる範囲では、重度の方の会というところでは承知しており

ません。ただ、身体障害者の組織を立ち上げたいという話は聞いておりますが、まだ具体

的にいつに決まったという情報は入っておりません。

大平委員 先ほど伺いました当事者の方々と、何らかの形で聞き取りや意見、あるいは懇談

のような場を設けていく必要もあるのかなと思うんですけれども、その辺についてはいか

がでしょうか。

戸田市民福祉部副部長 現在、策定中の次年度から３年間の障害者計画・障害福祉計画・障

害児福祉計画を立てる際に、今回初めて全部の団体ではないんですが事前に６団体ほどか

らヒアリングを設けました。それは家族の会ももちろん入っており、スポーツ団体ですと

か含めて６団体でした。アンケートで毎回取っていますが、こういったところで直接お話

を聞くというのもとても有意義でしたので、次回以降もやっていきたいと考えております。

大平委員 国の支援制度が主だと思うんですけれども、障害者の支援サービスの中でも重度

心身障害者医療費助成も含む重度の方々の支援制度というのは、現段階ではかなり充実し

たものとしてあるのでしょうか。それとも足りないところが多々あるのか。その状況は今

どうなっているのか、伺いたいと思います。

戸田市民福祉部副部長 国の示すメニューは本当に多岐にわたっていると思います。ただ、

そのサービスを網羅できる事業所がなかったりですとか、そういった人材がいないという

ところは課題になっていると思います。

大平委員 うおぬまケアステーションという長岡療育園がしているところですが、かなり前

に来ていただいたという経緯があると思います。対象となっているような方々への支援と

いう意味でも、事業所の考え方だとか方針も含めて議論していく必要があるかなと思いま

す。今までは事業者の方々と意見聴取などの機会はあったのでしょうか。

戸田市民福祉部副部長 障害福祉の大きな組織として、自立支援協議会というものがござい

ます。その中では、うおぬまケアステーションはもちろん、それ以外の事業所の方なども

入っておられます。全体の大きな会もございますし、各種部会もあります。そんな中で事

業者の方とは話す機会もございますので、また今後も引き続き意見聴取に努めてまいりた

いと考えております。

星野委員長 ほかにありますか。（なし）なければ、これで質疑を終結します。こちらにつき

ましても、また新しい情報が入りましたら当委員会に報告をお願いいたします。本件につ

いては今回で調査を終了いたします。

（２）その他

・固定資産税に係る専用住宅の高床式住宅に適用する経年減点補正率の見直しについて

星野委員長 日程第２、その他を議題とします。まず初めに、固定資産税に係る専用住宅の

高床式住宅に適用する経年減点補正率の見直しについて、執行部に説明を求めます。
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大塚市民福祉部長 それでは、固定資産税に係る専用住宅の高床式住宅に適用する経年減点

補正率の見直しについてでありますが、固定資産税の中で高床式住宅に適用する経年減点

補正率の見直しを令和６年度に予定をしております。この概要につきまして、大羽賀税務

課長が説明いたしますので、よろしくお願いします。

大羽賀税務課長 （資料「固定資産税に係る専用住宅の高床式住宅に適用する経年減点補正

率の見直しについて」により説明）

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。（なし）なければこれで質疑を

終結します。本件については以上といたします。

・後期高齢者医療保険料の改定について

星野委員長 次に、後期高齢者医療保険料の改定についてを議題といたします。執行部に説

明を求めます。

大塚市民福祉部長 後期高齢者医療保険料の改定についてであります。後期高齢者医療特別

会計における後期高齢者医療保険料につきましては、基本的には２年ごとに保険料率等の

見直しが行われるところでありますが、来年度令和６年度が改定の年度となっており、保

険料率等は増額となる見込みとなっております。改定予定の保険料率等につきましては、

１月19日に開催されました担当課長会議で改定案が示されました。まだ決定事項ではない

ということから、公表しない扱いとなっているため本日はお示しできませんが、当初予算

では改定後の保険料率で算定した歳入を見込む予定としております。上がる予定になって

いるということにつきまして、本日報告させていただきました。

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。（なし）これで質疑を終結しま

す。本件については、引き続き調査することで異議ありませんか。（異議なし）ないようで

すので、そのように決定いたしました。

・令和６年度の路線バス・乗合タクシーの運行方針等について

星野委員長 次に、令和６年度の路線バス・乗合タクシーの運行方針等についてを議題とい

たします。執行部に説明を求めます。

大塚市民福祉部長 令和６年度の路線バス・乗合タクシーの運行につきましては、市全体の

公共交通体系の見直しに向けた調査や既存交通の利便性の向上のための実証運行を行う予

定としております。そのほかの路線バスにつきまして、新年度の運行に関する最新の動向

についても併せて報告します。概要につきましては、小林生活環境課長が説明しますので

よろしくお願いいたします。

小林生活環境課長 それでは、私から報告をさせていただきます。去る１月12日に、魚沼市

地域公共交通協議会におきまして、令和６年度の協議会事業の取組、それから令和６年度

の路線バス・乗合タクシーの運行方針について確認をいただいたところであります。その

概要について報告させていただきます。

初めに、地域公共交通協議会事業としての取組ということで、令和７年度に魚沼市の地

域公共交通計画の改訂作業がございます。そちらを視野に、本市における地域公共交通の
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再構築に向けた基礎調査、検討、それから当該地域の公共交通を包括的に見える化するマ

ップデザインの作成に新たに取り組むこととしております。

１点目の基礎調査の検討でございますけれども、そちらは地域公共交通を取り巻く現況

の整理、人流及び公共交通利用状況の整理、市民団体等へのヒアリング、再編の課題、公

共交通再編の比較検討というところで整理をし調査を進めていきたいと考えております。

それから２点目の地域公共交通マップデザインの作成でございますが、今現在乗合タク

シー、路線バス、只見線、それぞれの分野での時刻表等が用意されておりますけれども、

こちらを統括し乗り継ぎも分かりやすくなるようにデザインを検討した中で、市の公共交

通として取りまとめをして見やすくしたいと考えております。

それから、路線バス事業者からの現況報告がございました。報告の内容としましては慢

性化する運転手の不足、こういった部分が非常に大きいということでの報告をいただきま

した。今現在、退職者が出たことによって時間外労働でありますとか、あるいは貸切りバ

スの運転手を路線バスの方に従事していただいているだとか、いろいろ対応に苦慮してい

るという状況だそうです。また、今後2024年問題ということで、事業用自動車の改善基準

の告示を控えております。こうしたことから、バス事業者といたしましては生活交通路線

の維持と運転手の労働環境の担保、こういったことを踏まえた中で今後見直しが必要にな

ってくると、現況の報告がございました。

こうした中で、やはり通勤通学以外の比較的、影響の少ない部分での見直しが今後見込

まれるというような状況でございます。協議会としましても改めて交通基礎調査を今後行

うとともに、令和６年度の路線バス・乗合タクシーの運行方針についても確認をいただい

ておりますので、主にその乗合タクシーの再編について報告させていただきます。

まず、湯之谷地域の乗合タクシーの再編でございますけれども、こちらにつきましては

現在小出市街地から葎沢地域までの間としている状況でございますが、この区域を拡張す

るということでございます。路線バスにつきましては小出・栃尾又線になりますが、今後

も中学生等の通学利用が見込まれる部分について朝夕の時間帯に定時定路線の大量輸送手

段として存続していく予定としております。乗合タクシーにつきましては、路線バスが運

行しない間の時間帯といったところでの運行便数増便ということで区域の拡大、路線バス

との役割分担を図るということで、それぞれの交通事業者と今現在調整を進めているとこ

ろでございます。

次に、守門地域の乗合タクシーの再編についてであります。こちらにつきましては、高

倉乗合・福山新田乗合・赤土乗合・赤土小出乗合タクシーと４系統ございますが、そちら

の系統を統合して２つの起点をもった路線に再編をしたいというところでございます。こ

れも時間帯によりまして小出市街地までの直通便ができないかと検討協議を進めていると

ころです。あと、日中の時間帯でございますが、守門地域内における時刻表も複雑でござ

いましたので、フルデマンドの時刻表や乗降場所がない形態の乗合タクシーの運行という

ところで、実証運行をしたいと調整を進めているところでございます。

最後に、ＡＩオンデマンドシステムの導入です。こちらにつきましては小出地域を対象

とし、デマンドやオンデマンドと自由に移動できる公共交通システム、委員会でも視察等

に行かれたかと思いますけれども、リアルタイムに発生する情報リクエストに対し乗客が

電話、あるいはスマートフォンのアプリといったものから予約をすることによって、人工
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知能が最適な乗合わせを判断して車両の配車、運行の指示を行うということで効率的な運

行の実現を想定しているものです。これにつきましては、高齢者に限らず幅広い年齢層を

ターゲットにし、地域交通の認知度、運行効率の向上、乗合タクシーの利便性の向上を目

的とし、この実証運行をしたいと考えております。概要につきましては以上でございます。

星野委員長 公共交通に関しましては、最後のところになるんですけれども、市民の声を聞

く会での要望等が多かったので、こちらは進捗状況調査（案）で２項目のうちの１項目に

あげさせていただいております。それでは今回は報告のみとさせていただきます。

関矢委員 １点だけいいですか。今ほどの説明の中で、令和６年度の路線バスと乗合タクシ

ーの運行方針、特に湯之谷地域または守門地域が多少変わるのでないかというようなこと

が、今協議会で協議をされているようです。４月１日からそれになるんだと思いますけれ

ども、その案をこの委員会には出せないのでしょうか。

小林生活環境課長 この時刻表につきましては、例年３月の上旬から中旬にかけてバス事業

者から公表されるものでありまして、事前に私どもで早めに公表させていただくことがな

かなか難しいかと思います。ただ、情報としてなるべく早く具体的にどういった影響が出

るのかをお伺いした中で、乗合タクシーとかそういった部分でのできる調整はして反映さ

せていきたいと考えております。

関矢委員 議会にも市民からの声がいろいろと来ている中で、やはりこれが一番の課題であ

ります。特に、守門地域で４系統が２系統になるというような話でした。そういう変化が

あるときには早目にやはり委員会に出していただいて、我々の意見も聞いていただきたい。

これは委員長にもお願いをしたいんですけれども、配慮いただけるようお願いします。

星野委員長 本件につきましては、引き続き調査することで異議ありませんか。（異議なし）

ないようですので、そのように決定いたしました。

・新ごみ処理施設について

星野委員長 次に、新ごみ処理施設についてを議題とします。執行部に説明を求めます。

大塚市民福祉部長 新ごみ処理施設についてでありますが、新ごみ処理施設の整備につきま

しては１月10日の市長の定例記者発表で現施設の隣接地を建設予定地として決定した旨を

報告したことにつきまして、公表の前段に議員の皆様にもお伝えしておったところであり

ますが、改めて報告します。また、今後のスケジュール等につきまして、概要を米山新ご

み処理施設整備室長が説明いたしますので、よろしくお願いしたいと思います。

米山新ごみ処理施設整備室長 （資料「新ごみ処理施設整備事業スケジュール（予定）」によ

り説明）

この資料には記載しておりませんけれども、この期間を通じて中島区や周辺区との相

談・説明など合意形成を図ってまいりたいと考えております。また、市報やホームページ

などを通じて事業の進捗状況を適宜お伝えしてまいりたいと考えております。

最後になりますが、ごみ処理施設は現状におきましても、周辺環境への配慮、安心安全

な運営というものを最優先事項にして運営しております。新施設になったことでこちらを

当然守っていくことに加えまして、市民サービスという面でも使いやすくて便利である。

また、その一方でごみの減量化ですとか環境啓発を図っていくなど、ハード・ソフト両面
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において新施設になってよかったと市民の方から感じていただけるように、丁寧に事業を

進めてまいる所存でございます。以上で説明を終わります。

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。

関矢委員 昨日の総務委員会で、公共施設再編整備計画の変更も進められているとのことで

した。その中に、今までは管理運営のためのＰＰＰ・ＰＦＩの推進を積極的にすると。今

後は施設の更新等からＰＰＰ・ＰＦＩを推進するようにという文言に変わるわけですけれ

ども、このごみ処理施設については基本計画が６年度から始まります。そういう中で、こ

れを検討する考えがあるのかないのか。まずお聞きします。

米山新ごみ処理施設整備室長 今ほどの委員の質問ですけれども、このスケジュール表にあ

ります基本計画・設計等の中でＰＦＩの可能性調査というものも同時に計画をしておりま

す。当然、国もＰＰＰを推進する立場で官民連携をしてやるようにということがうたわれ

ております。この中でしっかり魚沼市に合った形というものを考えていきたいと思ってお

ります。

関矢委員 これは令和13年度に供用開始になるんですよね。時間がない中で行うとなると、

この設計業務だとか建設業務、または次の運用も加味した中では、やはり官民連携をしっ

かりと考えていくべきだと思います。そこは私の意見として付しておきます。

星野委員長 先ほどのところは会議録で訂正させていただきます。ほかに質疑はございませ

んか。

横山委員 先ほど、地球温暖化対策実行計画できちんと説明がありました。そして、新しい

ごみ処理施設がこれから出てくる。先ほどの計画とこれはすごく関連性があり、ものすご

く大事な施設だろうと感じています。温暖化対策で、再生可能エネルギーをいかにして使

うか。併せて、出てくるエネルギーをどのように使えるのか。そこをきちんとしないと。

物は物、計画は計画ではなくて、ちゃんと実行してますよという部分、施設で検討してい

ってもらいたいと思うんですが、その辺についてはいかがでしょうか。

小林生活環境課長 先ほどの温暖化の実行計画も踏まえた中で、今おっしゃったとおり再生

可能エネルギーをどのように活用していくのか。そういった辺りも今後、基本計画の中で

具体化していきたいと考えております。

大平委員 今ほどの議論に続くんですけれども、エネルギー利用ということと同時にごみの

焼却に伴う熱利用ということの中で、複合的な施設も計画等でしっかり議論する必要があ

るのではないかなと思います。それを含んだ計画とする考えがあるのかないのか、お伺い

したいと思います。

大塚市民福祉部長 今ほど委員がおっしゃられました、廃熱利用あるいはエネルギーの利用

の部分につきましては、これからの施設で補助の要件にもなっておりますし、必須の部分

であります。そちらにつきましても、今後具体的な検討を進めていきたいと考えておりま

す。

大平委員 議会等で行政視察へ行った経緯がありますが、先進事例は幾らでもあります。こ

の地域で本当にどのような利用の仕方がいいのか。規模はどの程度がいいのか。十分に精

査していただきたいと思います。ぜひこれからの施設の展望を考えてしっかり造っていた

だきたいと、意見として付しておきます。

星野委員長 ほかにありますか。（なし）なければこれで質疑を終結します。本件については、
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引き続き調査することで異議ありませんか。（異議なし）そのように決定いたしました。こ

こでしばらくの間、休憩といたします。

休 憩（15：39）

再 開（15：50）

星野委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

・健康増進課所管条例の改正について

星野委員長 次に、健康増進課所管条例の改正についてを議題とします。執行部に説明を求

めます。

大塚市民福祉部長 健康増進課所管の条例の中で幾つか２月定例会で改正をしたいものがあ

り、概略のみ説明をいたします。資料はございませんのでよろしくお願いします。

１点目は、修学資金貸与条例と修学基金条例の改正であります。現行の修学資金貸与条

例では、医師と看護師について卒業後には市内の医療機関に勤務することを貸付け、返済

免除の条件としておりますが、対象職種に保健師を追加し、勤務先に介護事業所や障害福

祉事業所を追加したいというものであります。これは、医療機関のほかに介護・障害福祉

現場でも看護職が不足していること。包括支援センターでは、配置基準に保健師または看

護師の配置が必須となっていることなどの需要に対応するほか、市内の就労先の選択肢を

増やすことによって人材の確保を図りたいというものであります。併せて、修学基金条例

につきましても関連する部分の改正を行いたいと考えております。

２点目は、診療所条例の改正であります。これは守門診療所の一室であります旧歯科診

療所をテナントとして貸し出すことを可能にする改正を加えるというものであります。

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。

関矢委員 守門診療所内の隣のスペースの歯科診療所を貸し出しできるような条例改正とい

うことなんですけれども、この条例改正の目的というのは何ですか。

岡部健康増進課長 場所については、委員のおっしゃられたとおり以前、歯科診療所として

使っていた場所を考えております。守門診療所で医科の診療は行っておりますが、地域的

に医療の資源は市内のほかの地域と比べても少ないということで、医療に関わるものをテ

ナントとして入れたいと考えております。

関矢委員 一つは、広瀬谷に一件あった歯科が廃業になりなくなって、それのための開業み

たいなのも聞こえてくる。そのことと、もう一つは介護計画の中にも関係してくるんです

けれども、口腔の健康維持が介護予防になるということで、そのためには今言われたよう

に平地のところに診療所を置き、高齢者が通えないところを訪問診療したい。そのための

拠点づくりみたいなことを目的に条例改正をして公募すれば、私はいいんじゃないかと思

いますけど、それについていかがでしょうか。

大塚市民福祉部長 今、委員からの意見もございましたけれど、そういったところもまた参

考にさせていただきたいと考えております。
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星野委員長 ほかはよろしいでしょうか。（なし）なければこれで質疑を終結します。本件に

ついては、引き続き調査することで異議ありませんか。（異議なし）ないようですので、そ

のように決定いたしました。

・帝京大学・新潟県との医学部地域枠に係る協定締結について

星野委員長 次に、帝京大学・新潟県との医学部地域枠に係る協定締結についてを議題とし

ます。執行部に説明を求めます。

大塚市民福祉部長 帝京大学・新潟県との医学部地域枠に係る協定締結についてであります

が、このことにつきましては既に情報提供をさせていただいております。令和５年12月26

日に新潟県庁におきまして、帝京大学及び新潟県と医学部地域枠に係る協定の締結の調印

式の実施を行いました。

概要につきましては、岡部健康増進課長が説明しますのでよろしくお願いいたします。

岡部健康増進課長 （資料「帝京大学、新潟県との医学部地域枠に係る協定締結について」

により説明）

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。

本田委員 新潟県でこの制度をやっているんですけれども、指定勤務期間後のマッチング率

が低いというような報告もあります。対象となる学生は新潟県を問わず、いわゆる一般的

な大学の受験資格、日本国籍を持って高校の単位を取った、そういった学生が対象という

ことですか。

岡部健康増進課長 県の担当者からは、新潟県内に限らず全国の学生が対象と聞いておりま

す。

本田委員 今回は帝京大学さんと魚沼市との協定の話でありますけども、一般論として新潟

県人が残留率がより高くなるのかなと思うんですけれども、そういった議論というのはな

いですか。

岡部健康増進課長 やっぱり地元への愛着というのは非常に強いとは思っておりますし、県

の担当者でも、いかにその学生時代から新潟に愛着を持ってもらうか、そこがポイントだ

ということはお話しています。今回帝京大学さんと御縁をいただきましたので、学生の時

代から魚沼に愛着を持っていただいて、指定勤務を終えた後も魚沼の地に残ってもらいた

いという思いはあります。愛着を形成していくことが重要かなと考えております。

本田委員 出身地を絞るというのは、受験生の受験する権利を奪うみたいな、そういう議論

はないですか。例えば、東京の子は新潟県ばっかりそういった枠をつくるから僕らの受験

資格がなくなる。それは受験する権利を奪うことだとか、そういった話はないですか。

岡部健康増進課長 県のほうからは、そのような話は聞いてはおりません。

星野委員長 ほかにありますか。（なし）なければこれで質疑を終結します。本件については

以上といたします。

・介護保険料について

星野委員長 次に、介護保険料についてを議題といたします。執行部に説明を求めます。
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戸田市民福祉部副部長 それでは、介護保険料につきまして口頭でお話をさせていただきま

す。前回のこの委員会で、介護保険事業計画についてご説明する際に介護保険料について

もお話をしましたが、３年に一度の介護保険報酬改定に合わせて魚沼市は、次年度の令和

６年度から令和８年度の３年間の介護保険料を現在算定しております。12月末に国から介

護報酬が示されましたので、計算した結果、当市の標準月額につきましては、引き上げな

しで現行と同じ6,380円とすることを考えております。この介護保険料につきましては、条

例案件でございますので２月定例会に向けて現在調整中ですが、現行と同じ標準月額で算

定しまして、もし不足が生じた場合は、基金を投入することで対応したいと考えておりま

す。

今回の介護保険料改正に当たり国の考え方として、まず区分の標準階層について、国は

現行９段階なんですが、それを13段階へ増やすこと。また、標準月額に掛ける各区分の乗

率の掛け率につきましては、高所得者を引き上げ、低所得者を引き下げることを示してお

ります。市としましても、その考えを踏まえた設定を検討しておるところでございます。

繰り返しとなりますが、本件は２月定例会で条例提案を予定しておりますので、よろしく

お願いいたします。なお、次の２月定例会では介護保険条例の改正のほか、国の介護保険

制度改正によりまして地域密着型サービス事業の人員設備及び運営に関する基準を定める

条例などサービスの基準に関する３件の条例改正と、堀之内の地域密着型特養、鮎の里の

指定管理者の指定について提案する予定としておりますので、よろしくお願いいたします。

星野委員長 こちらは２月定例会で提案ということですので、質問を省略させていただきま

す。本件については、引き続き調査をすることで異議ありませんか。（異議なし）ないよう

ですので、そのように決定いたしました。

・文化財展示室について

星野委員長 次に、文化財展示室についてを議題とします。執行部に説明を求めます。

吉澤教育委員会事務局長 旧広神庁舎１階部分の利活用ということで、文化財展示室に転用

することをこれまで説明してきたところであります。令和５年５月の委員会では、旧庁舎

改修工事の概要について説明いたしました。その改修工事を今年度実施いたしまして、次

の段階としましては、展示内容ですとか展示方法についての検討とその制作に進んでいく

ということになります。本日は今後のスケジュールについて、説明させていただきたいと

思います。説明は生涯学習課長からさせていただきます。よろしくお願いします。

青柳生涯学習課長 （資料「文化財展示室整備事業進捗状況」、「文化財展示室オーブンスケ

ジュール（予定）」により説明）

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。（なし）ないようですので、こ

れで質疑を終結します。本件については、引き続き調査することで異議ありませんか。（異

議なし）そのように決定いたしました。

・こども家庭センターについて

星野委員長 次に、こども家庭センターについてを議題といたします。執行部に説明を求め
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ます。

吉澤教育委員会事務局長 それでは、こども家庭センターについて説明させていただきます。

現在、本市の子ども課には、こども家庭総合支援拠点と子育て世代包括支援センターがそ

れぞれ設置されています。児童福祉法の改正によりまして令和６年４月からこれらの機能

を統合した、こども家庭センターの設置が努力義務化されることとなっております。これ

を受けて、本市でも設置を検討しているところであります。内容については、子ども課長

から説明をさせていただきます。よろしくお願いします。

関子ども課長 （資料「魚沼市こども家庭センター（案）」により説明）

星野委員長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。

大平委員 今の説明で２つの機能を１つにすることですが、これは人員的には職員体制を見

直して増やすとか減らすとか、そういうものはあるんですか。

吉澤教育委員会事務局長 母子保健と児童福祉の一体的な連携の強化という点に関しまして

は、魚沼市は以前から既に子ども課の中に両機能があるということで、大幅な人員的ある

いは組織的な改編というのは想定しておりませんが、ただ児童福祉法の改正の趣旨にかな

う、その満たすべき基準については、そろえる必要があります。それについては引き続き

今検討している最中であります。

大平委員 一体的にということで説明がありました。合同ケース会議の開催とかサポートプ

ランの作成とか、今までにない動きを、職員の中でやらなければならないのか。それとも、

今までの延長線上でやれるものなのか。マネジメントとさっきおっしゃいました。職員が

かなりレベルアップしないと、なかなか難しいのかなと私は聞いて思いました。職員の育

成とかに関わるものは、こども家庭センターを設置する際には必要に迫られていくもので

はないかと思います。その辺の育成については何かお考えはあるんですか。

関子ども課長 まず機能の面ですけれども、現在子育て支援係には総合支援拠点、母子保健

係には包括支援センターとあります。こども家庭センターになったから大幅な変更という

ものはなく、延長線上の強化と考えております。あと、統括支援員につきましては、児童

福祉と母子保健の両方を見て、マネジメントしながら子育て支援に結びつけるという任務

があります。今の国では、その統括支援員に関する認定研修制度といいますか、４月から

順次準備をして受けてもらうというようなことで説明があります。国からそういう通知が

あった場合は、統括支援員については研修に参加して、児童福祉・母子保健の理解を深め

ながらマネジメント業務に当たってもらおうと考えております。

大平委員 利用される方々については、何か変わったことで今までと違うような対応をされ

るのか。それとも、今までの延長でやるのか。

関子ども課長 今までの延長線上で充実を図っていくということであります。

星野委員長 ほかにありますか。（なし）なければこれで質疑を終結します。本件については、

引き続き調査することで異議ありませんか。（異議なし）そのように決定いたしました。

次の日程は、市民の声を聞く会での意見要望事項の取扱いとなります。こちらは委員会

内部での協議事項となりますので、執行部からそのほか報告事項等がありましたら先にお

願いいたします。執行部は、ほかにありませんか。

・不登校児童等について
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吉澤教育委員会事務局長 その他で１点お願いいたします。資料を用意してありますが、不

登校についてです。まだ年度の途中ではありますが、最近また不登校が増えているという

ようなこともありまして報告させていただきます。

（資料「不登校児童等について」により説明）

不登校につきましては、国県との出現率の比較も例年しているところですが、いずれも

年度が終わってしばらく経たないと国県から数字が出てきません。それが出てきたら、ま

た改めて報告をさせていただきたいと思います。今日のところは、12月末現在でいずれも

増えているということの説明とさせていただきます。以上であります。

星野委員長 ほかに委員の皆さんから執行部に対して何かございますか。

関矢委員 まず１点目なんですけれども、介護保険事業計画、また障害者福祉計画等が、２

月８日までパブリックコメントになっているかと思います。委員会で説明がありましたけ

ども、パブリックコメントが終わった後の成案になるまでの工程を、委員会でまたもう一

度その報告と我々との調査が出来るような時間対応は考えておられますか。

戸田市民福祉部副部長 前回の３年前の例でいきますと、パブリックコメントの結果を委員

会で報告しておりましたので、そこについては報告する予定でおりました。

関矢委員 先ほども言いました介護事業計画の中で、介護予防というのは、やはり口腔の健

康管理が非常に重要だということで、これに向けた取組というのはなかったかと思います。

その辺の検討をまた、いただければと思います。それともう一つは、平成30年に国で設け

られた制度で、共生型サービスの普及により、特に魚沼市で高齢者の障害者施設で介護サ

ービスを受けているような現状が見られるかと思います。共生型サービスを普及すること

によって、障害者施設が介護保険を使った中でもサービスができるような特例がある所が

あるかと思いますけれども、これに向けた取組についても検討いただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。

戸田市民福祉部副部長 関矢委員がおっしゃられたことにつきましては、今パブリックコメ

ントに出しているものの中味などを見て検討させていただきたいと思います。

関矢委員 もう一つなんですけれども、12月12日の当委員会では説明がありましたが、債権

管理条例の一部改正についてです。このときも、さっと流してしまって、その後読んだ中

でまた調査をしたいなと思っていたんですが、その後１月５日の会派代表者会議の中で副

市長から次回の委員会で説明する旨の話がありました。今回、この委員会でなかったんで

すけれども、この条例改正は第１回定例会に提案する予定ですか。

大塚市民福祉部長 提案する予定としております。

星野委員長 しばらくの間、休憩といたします。

休 憩（16：23）

（休憩中に意見交換）

再 開（16：26）
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星野委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

関矢委員 今話題になっている大谷翔平さんからのグローブが、たしか魚沼市にも届いたか

と思います。マスコミでもその取扱いについては騒がれておりますけれども、魚沼市の教

育委員会として各小学校でどういう取扱いをしなさいとか、統一的な見解はなされている

のかお聞きしたいです。

吉澤教育委員会事務局長 グローブの現物につきましては、先週１月26日の校長会の際にそ

れぞれ各学校に校長から持っていってもらったということであります。実際どのような取

扱いをするかについて、教育委員会で統一した指示をしているということはなく、各学校

で児童数や使用の様態もそれぞれ違うことから、それぞれの学校に合った使い方を各学校

でしてもらっていると考えております。

関矢委員 これは私の意見ですけれども、大谷翔平選手がこのグローブを送ったのは小さい

子どもから野球に愛着を持っていただきたいというようなことから寄贈されたかと思いま

す。その思いが伝わるような取扱いを各小学校にしていただければと思います。

星野委員長 ほかにございませんか。

大平委員 不登校のことについて、今増えているとおっしゃいました。それは、県内の小中

学校に比べてどうなのか。平均なのか、それとも我が市はフラワールームなど学校に行け

ない子の対応を非常にしているので、この程度に抑えられているのか。それとも思った以

上に増えているのか。懸念がありますので、状況をもう少し詳しく聞かせてもらえますか。

吉澤教育委員会事務局長 年度の途中ということでありますので、国県はまだ数字を集計し

ておりません。今時点での比較というのは出来ない状況です。ただし、令和４年度末の数

字で比べますと、不登校出現率につきましては、小学校においては国県のいずれよりも下

回っていますが、中学校につきましては、国は下回っていますが県は上回っているという

状況です。その数字よりも、今時点で出現率は既に本市の場合は上がっています。全国的

にも不登校児童生徒数は増えているという報道もされておりますので、国県においても昨

年よりは不登校出現率が上がっていると推測ができます。今の時点で本市が国県を上回っ

ているかということについては、数字を持ち合わせておりませんけれども、増えているの

は全国的な状況であって、本市だけが何かの理由があり特に増えているという認識は今の

ところしておりません。

大平委員 フラワールームの利用をされていない児童生徒の方もいると思うんですけれども、

そこへは現状でどのような対応をされているんですか。

吉澤教育委員会事務局長 各学校に別室登校の支援の部屋がありますので、そちらを利用し

ている生徒児童がいます。それから、それ以外にこちらから出向いていっての学習支援な

ど、そういう支援をする活動もしています。児童生徒本人や保護者については、スクール

ソーシャルワーカーですとかスクールカウンセラーが訪問したり来てもらったりして、相

談を受けたりいろんな悩みごとを聞いたりということはしております。何らかの接点を、

ほとんどの児童生徒は持っているという状況であります。

大平委員 待たないとこの年度の数字は出てこないと思いますけれど、やはり我が市も増加

傾向ということです。全国的な傾向として、今取り上げられクローズアップされています。

今のフラワールーム及び各学校での対応について、我が市もこれにプラスアルファで見直

しを行うのか。そこら辺について、お考えがあれば聞かせていただけないでしょうか。
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吉澤教育委員会事務局長 不登校の理由というのは本当にいろいろでありますし、児童生徒

本人も分からないというようなこともあります。特効薬的なものがあるということではな

いんですが、本市の場合、学業の不振という理由で不登校になっている児童数がそれなり

の数います。フラワールームを活用するなどして学習支援に力を入れていくなど未然の策

としては、今、既に具体的に検討しているところであります。

星野委員長 しばらくの間、休憩とさせていただきます。

休 憩（16：32）

（休憩中に議長の発言等）

再 開（16：35）

星野委員長 休憩を解き、会議を再開します。

ほかに執行部に対しては、よろしいでしょうか。（なし）ないようでしたら、ここで執行

部からは退席願います。しばらくの間、休憩とします。

休 憩（16：36）

（執行部 退席）

再 開（16：36）

・市民の声を聞く会での意見・要望事項の取扱いについて

星野委員長 市民の声を聞く会での意見・要望事項の取扱いについてを議題とします。この

件につきましては、２点ほどお願いいたします。

まず１点目は、昨年の10月31日に開催された第２回市民の声を聞く会、議会報告会の意

見交換の中で出された意見・要望事項を広報広聴特別委員会でまとめたものであります。

この取扱いについて、各常任委員会で協議するよう依頼を受けました。時間の都合上、正

副委員長であらかじめ取扱いについての案を入れてありますので確認いただきたいと思い

ます。なお、堀之内会場は私が参加しておりませんので横山副委員長から入れていただき、

広神会場は私のほうで入れさせていただいております。

しばらくの間、休憩といたします。

休 憩（16：38）

（休憩中に懇談的に意見交換）

再 開（16：51）
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星野委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、また皆さんから、もう一度見ていただきご意見等ございましたら、お知らせ

いただくよう、よろしくお願いいたします。

次に、２点目でございます。令和３年11月から令和５年11月までの計５回の市民の声を

聞く会での進捗状況について、広報広聴特別委員会より令和６年４月25日の議会だよりに

掲載したい旨の依頼がありました。全ての進捗は載せられないため、福祉文教委員会が所

管するもので意見の数が多かったものなど別紙から最低２項目、対応状況や今後の方向性

を記載するものであります。あらかじめ、案として私のほうで地域公共交通と部活動の地

域移行、先ほど来申し上げている２点でお願いしたいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。（異議なし）では、そのように決定させていただきます。

では、今回、当委員会で取り上げる２項目が決まりましたので、次回の委員会では意見

等に対する対応状況として①、②、③をまた、今後の方向性について協議したいと思いま

す。

それでは、議題については以上となりますが、ほかに意見、協議事項等はありませんか。

（なし）ないようですので、以上で、本日の日程は全て終了しました。本日の会議録の調

製については、委員長に一任願います。本日の福祉文教委員会はこれで閉会といたします。

閉 会（16：52）


